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1　 は じ め に

Piromidic acid (PA)はpyridopyrimidine環 を基本

骨格に もつている新 しい抗菌性薬剤で,主 としてグラム

陰性菌に 有効 であるが,ブ ドウ 球菌に も有効 と考 え ら

れNalidixic acidよ りも抗菌 スペ ク トルが広い。

著 者は,本 剤 のシロ ップを小児下痢症 な らびに尿路感

染症に使用す る機会 をえたので,そ の結果 について報告

す る。

2　 対象な らびに検討方法

対象は昭和45年7月 より9月 にかけて 当院外来 を訪

れた生後10日 より5才3ヵ 月の乳幼児下痢症27例 およ

び 腎孟炎1例,計28例 である。 投与前に全例 ともに便

培養 ない し尿培養を行 ない,菌 検出例では1濃 度 デ ィス

ク法に よ り感 受性 テス トを行 なつた。

PAシ ロップ投与方法は,体 重kg当 た り50mgを

1日 量 とし,1日3～4回 に分服投与 した。なお,下 痢

症 の治療には本剤のほかに止痢剤を併用 し,あ わせ て食

事療法 も行なつた。

効果判定は,PAシ ロップ投与後3日 以内に主症状が

消失ない し著 しく改善 した ものを著効,3日 ないし5日

で主症状が 消失 ない し著 しい 改善がみ られた ものを有

効,他 は無効 と判定 した。

3　 成 績

1)　小 児下痢症 につ いて(表1,2)

27例 の小児下痢症 の うちなん らか の原因菌が 検出さ

れ た ものは15例 であ り,も つ とも多いのはStaph. au-

reusで8例,Klebsiella菌2例,病 原大腸菌2例(う

ち1例 はStaph。 aureusと の混合感染)で あ り,残 り

表1　 小児下痢症 に対 するPAシ ロップの臨床効果



VOL. 19 NO.5 CHEMOTHERAPY 503

の4例 は下痢の 原因 と速断はで きないがStaph. epis.

であつた。症例 の多 くは,1日2～3回 か ら5～6回 の

粘液便 ない し水様下痢であ り,と くに3例 は血性下痢で

あつた。下痢のほか嘔吐を伴つた ものは4例,発 熱を伴

つた ものは1例 であつた。

PAシ ロップの1日 投与量は150～900mgで あつた 。

投与期間は2～11日 であつた。前記 の効果判定の方法

に よれば,著 効例 は21例 で77.8%,有 効例は4例 で

14.8%,無 効例は2例 で7.4%で あつ た。なお,無 効例

の1例 は便 よりStaph. aureusが 検 出されたがPAに

感受性を示 さなかつた ものであ り,途 中よ りCPの 投与

に切 り替えた。

2)　 尿路感染症(表2)

6才 の女児の尿路感染症の1例 にPAシ ロップを投与

した。尿培養に よりE. coliが3.1×107検 出 され たの

で1日 量800mgのPAシ ロップを投与 した。5日 後 の

尿所見では菌 が 検 出されず,尿 中 の 白血球数 も減 少 し

た。効果判定 では有効 と考え られ た。なお本症では引 き

続 き予防投与 を試みている。

3)　 検出菌 ならびにPA感 受性

対象28例 中 なん らかの 菌が 検出 され た ものが16例

で検出率57.1%で あつた。菌種別で はStaph. aureus

8例,E. coli 3例(う ち1例 はStaph. aureusと の

混合感染),Klebsiella菌2例, Staph. epid. 4例 で

あつた。

1濃 度 デ ィスク法に よるPA感 受性では, Staph. au

reus 8例 中 柵 は3例,〓 は3例,+は1例,残 りの

1例 が陰性であつた。E. coliで は〓 は1例,碁 は1

例,そ して+は1例 であつた。 Klebsiella菌 では1例

は+で あ り,他 の1例 は陰性で あつた。Staph. epid。

では,3例 は〓 で他 の1例 が 昔 であつた。

以上検出菌の感受性テス トか らは グラム陽性菌,わ け

てもStaph. aureusやStaph. epid.に 感受性が高 く,

またグラム陰性菌ではE. coliに 感受性が高 く, Kleb-

siella菌 に対 しては やや低い とい う結果がえ られ た。

4)　 副 作 用

肝機 能検査その他 は患者 の都合で行なえなかつ たが,

と くに副作用 と思われ るものはみ られなかつた。味 の点

で もとくに訴えはなかつた。

4　 む す び

小児下痢症 な らびに尿路感染症,計28例 にPAシ ロ

ップ1日 体重kg当 た り50mgを3～4回 にわけ て投

与 した結果28例 中著二効21例 で75%で あ り,有 効5例

で17.9%で あ り,無 効2例 で7.1%で あつ た。

とくに副作用 と思われ るものはみ られず,シロ ップ剤

であるので,と くに乳幼児に飲 ませやすかつた。

(稿 を終 わるに当 た り,細 菌検 出にご協力 をい ただい

た浜 の町病院中検細菌室の皆 さんに感謝 いたします とと

もに,本 剤 の提供 をいただいた大 日本製薬株式会社に謝

意 を表 します。)

表2　 小児下痢症 な らびに尿路感染症 に対す るPAシ ロップの臨床効果
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Piromidic acid is a new synthetic antibacterial agent having a pyridopyrimidine ring and primary 

active against gram-negative bacteria and Staphylococci. A piromidic acid syrup was used for the treat-

ment of 28 cases of infant diarrhea and urinary tract infection at a dose of 50 mg/kg/day (divided into 

3•`4 doses a day). The effect of piromidic acid was excellent in 21 cases (75%), good in 5 cases (17. 9%) 

and poor in 2 cases (7. 1%). No side effect was observed in all cases. The syrup preparation of piromidic 

acid was easy to administer to infants.


